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モンゴルでは大学進学者の 70%、大学卒業者の 64%、学位所得者の 66%、また幼稚園や

保育園で働く保育士の 95.7%、小、中、高等学校の教師の 80.3%を女性が占めている。また

モンゴルは男女平等の指標で世界の 165 ヵ国の中で第 7位、世界経済フォーラムでの

男女平等の指標で第 36位とされ、上位に並ぶ。しかし女性の社会的活動が拡大する一

方で、政府や民 間組織の意思決定レベルにおける女性の参加、中でも女性の政治参加が進

んでないのが現状である。ここでモンゴルの国会大会議（以下：国会とする）に選ばれ

た女性議員の活躍を取り上げ、モンゴル人女性の政治参加に関して触れたい。 

社会主義時代のモンゴルでは、1924年に制定された憲法によって人民大会議が最高議決

機関と規定されていた。しかし民主化後、1992 年に制定された憲法改正によって一院制

議会とする国会が規定された。4 年間の任期で、議員定数は 76 名である。1992 年以来、

6 回も行われた国会総選挙に計 19 名の女性が選ばれ、国会議員として活躍されていたが、

うち 4 度にわたって議員職を務めた女性が 2 人いる。 

表 1 モンゴルの国会における女性議員数とその割合 

年度 1992 1996 2000 2004 2008 2012 
女性議員

数 
3 名 8 名 9 名 5 名 3 名 11 名 

割合 3.9% 10.5% 11.8% 6.6% 3.9% 14.5% 

表 1 に、モンゴルの国会に選ばれた女性議員の人数とその割合を示した。このデ

ータによると、議員定数 76 名のうち、女性が最も少なく、3 名しか選ばれなかった

国会が 1992 年度と 2008 年度の国会であった。また女性が最も多く選ばれた国会が

今もなお現役の 2012 年度の国会で、11 名の女性が議員活動を続けている。次に、

国会で女性議員が占める割合をみると、10%にも満たない乏しい成績であったのが

1992 年度（3.9%）、2004 年度（6.6%）、2008 年度（3.9%）の国会であった。これ

に対し、10%以上の割合を示したのが 1996 年度（10.5%）と 2000 年度（11.8%）、

そして 2012 年度（14.5%）の国会となる。しかしこの成績ぶりでも、残念ながら

MDG の 30%に届いてない。 

モンゴルでは女性の社会進出が進む一方で、政界における女性の参加が非常に限られてい

る。その要因の一つに、政界は男性の領域であるというジェンダーや性別役割概念における

固定的でステレオタ イプな認識が根強く存続することが挙げられる。また、各政党に女性

のプライオリティが低く、さらに選挙資金等のリソースの確保や男女立候補者に対する党内

から支 援格の差も挙げられる。この状況を改善するために前回の総選挙以来、法律の施行

を促すことのほか、女性のリーダーシップを取れる心構えとそれに対する一般の意識向上を



目的に多くの活動が実施されてきたが、その結果が来る 2016 年に行われる次回の国会総選

挙に大いに期待されているところだ。 


